
5月5日は子どもの日。お子様達の健やかな成長を願う大切な日です。

                                                   きらきらのこどもの日のつどいでは、導入で『こいのぼり』の歌を歌い、その

後こいのぼり製作に取り組みました。シールやマーカーを使って模様をつけ、

素敵なこいのぼりが完成しました。完成したこいのぼりを嬉しそうに手に取

り、振って楽しむお子様の姿もみられました。

   これからも、保護者の方と一緒にお子様の成長を見守り、対応や支援を一緒に考えていけたらと思います。また、

今後も、お子様の様子を見て、楽しい遊びや行事を考えていきたいと思います。 （北野）
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東川園長 挨拶 ～ ウェルビーイングを大切に ～

きらきら・こどもの日のつどい ～ お子様の様子に合わせて ～

4月末から5月末にかけ、あおぞら園では家庭訪問を実施しました。家庭訪問ではご家庭で過ごされている様子

を見せていただり、保護者の方とゆっくりとお話しさせていただきました。ご自宅の環境や自宅周辺の環境を見せて

いただき、自宅内での過ごし方や登降園時の様子について、保護者の方と情報共有をさせていただきました。園で

の様子をお伝えさせていただくことで、お互いにお子様の好きなことや頑張っていることを共有することができ、新

たな一面を知る機会となりました。

今後も保護者の方との連携を大切にし、一緒にお子様の成長を見守っていけたらと思います。 （主任・泉川）

毎年、いつもこの時期には午後2時半頃からきらきら2部のお子さまにも参加していただいて、プラザ全体の消

防訓練が行われます。園の避難訓練は毎月ありますが、実際の火災を想定した全館の訓練も年2回実施していま

す。訓練が始まると、しばらくの間館内全体に切れ目のない警報が鳴り響くので、不測の事態や聴覚が敏感なお子

さまにとっては特に不安や緊張感が高まる場面となります。大人も辛く感じるほどイヤな高い音が長時間続きました。

そんな厳しい訓練ですが、この日きらきら2部に来られていたお子さまたちはその状況を一生懸命に耐えて、落ち

着いた態度で大勢の大人たちのいる場所に避難することができました。とても不安そうな表情でしたので、プラザ

の施設長のお話が終わったところで職員がきらきらの部屋に連れて帰りましたが、きっと、がんばって避難したこと

をきらきらの先生からいっぱいほめてもらったことと思います。

その後は青空の下、消火栓による放水訓練があり、あおぞら園の新人職員も参加して公園の大きな木をめがけ

て放水しました。防火管理者として訓練が大事なことは理解していますが、普段からの備えにいっそう努めようと思

う一方で、お子さまの受ける負担を想像すると、いつもいろいろな思いが交錯してしまうのでした。 

（副施設長・吉川）

新年度が始まって２か月が過ぎました。子どもたちは、新しい環境や生活の流れに少しずつ慣れ、自分らしい姿

を見せてくれるようになってきました。一方で、６月は気温や湿度の変化も大きく、疲れが出やすい時期でもあります。

大人も子どもも、少し立ち止まって心と体の調子を整えることが大切です。

最近、「ウェルビーイング」という言葉を耳にすることが増えてきました。これは、単に元気であるということだけで

なく、「安心できる」「自分らしくいられる」「人とのつながりを感じられる」など、心も体も社会的にも満たされた状

態を表す言葉です。

子どもたちにとってのウェルビーイングは、特別なことだけではありません。好きな遊びを楽しむこと、できたことを

認めてもらうこと、困った時に受け止めてもらえること、安心して失敗できること。その一つ一つが、子どもたちの育ち

を支える大切な土台になります。

園では、子ども一人一人の気持ちやペースを大切にしながら、「できた」「楽しい」「またやってみたい」と思える

経験を積み重ねていきたいと考えています。そして、保護者の皆さまにとっても、子育ての中でほっとできる場所、相

談できる場所でありたいと思っています。

子どもたちの幸せは、家庭と園、そして地域が一緒につながりながら育んでいくものです。これからも、お子さま

の小さな成長を共に喜び合いながら、安心して過ごせる園づくりに努めてまいります。

あおぞら園家庭訪問を終えて ～ 家庭との連携を大切に ～

あおぞら園・こどもの日のつどい ～ 季節の行事への取り組み方 ～

保護者学習会を開催しました ～ 将来への土台作りの大切さ ～

5月28日（木）に園長の東川が講師となり、「幼児期の子育てと将来への展望」～支援とつながりを考える～の

保護者学習会を開催しました。学習会の中では、発達障害のお子様についての特性のお話や関わり方の見本を

動画で見たり、感覚的な見え方の部分を実際に体験し、人それぞれ感じ方や見え方が違うというお話がありました。

お子様と関わる中で、できない部分にスポットを当てるのではなく、できる部分にスポットを当てながら、少しずつ

成功体験を積むことで自己肯定感を育み、将来への土台作りをしていくことが大切であるということも知ることが

できました。また、『過去と他人は変えることはできないが、未来と自分は変えられる』というお話が印象的でした。

他者との関わりにおいてはもちろんですが、子育てにおいて

非常に大切な考え方だと感じました。お子様のことを一番大切

に思っている親だからこそ、子どもにはこうなって欲しいと思うこ

とは当たり前のことだと思います。ただ、お子様自身にも思いや

感じ方があり、そこを変えることは非常に難しいです。私たち周

りの大人が関わり方を工夫し、環境を整えるなど、自分たちが

変わっていくことで、自然とお子様たちも変わっていくのだと感

じています。保護者の方は、自分自身を変える際に迷いや不安、

あと一歩が踏み出せないこともあると思います。そんな時は、周

りの支援者、関係機関に相談をし、自分を変える後押しをして

もらうことも考えてみてもらえたらと思います。 （藤原）

ふれあいプラザ全館の消防訓練に参加しました

あおぞら園・いるか組では季節行事で「何をする行事なのか」「どんな

ものが関係しているのか」を知ってもらえるように行事の前に歌やペープ

サートを使って「導入」を行っています。こどもの日のつどいではこいのぼ

りに関する歌やペープサートで導入を行いました。当日は実際に玄関ロ

ビーに飾ってあるこいのぼりと兜を見てからこいのぼりの製作を行いまし

た。導入にて少しずつイメージしたものを実際に見ることで繋がりが生ま

れたと感じます。製作後には保育室の壁にみんなのこいのぼりを貼り、ひとりひとりのこいのぼりをみんなで見て褒

めあいました。活動後の自由遊びでは、気持ちよさそうに泳ぐ10匹のこいのぼりを見て指を指したり、じっと見つめ

たり、「こいのぼり！」と教えてくれたりと、「行事に参加した」「自分で作った」という達成感やこいのぼりという季節

のシンボルを知ることができていたと感じます。

これからも季節の行事がたくさんあります。どの行事に関しても季節を感じ、どんなことをするのか、何が出てくる

のかがわかりやすくなるような導入や活動、支援を行っていきたいと思います。 （今西）
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